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水泳の啓発 普及を目指して

快挙！！
本多 灯 ２００Mバタフライ 優勝、好記録

世界選手権　カタール・ドバイ 2月15日



　　　　　　　２０２４年度　事業計画・収支予算� 2024．2．24 理事会

新年度を迎えて� 代表理事　舎人経昭

　公益財団法人国際水泳殿堂・アジア創立 10周年「創立 10周年記念会」を役員、会員皆様のご協力
により成功裡に終えることが出来ました。
　新しい時代に即した財団運営のための新体制への移行作業も担当役員のご尽力のもと着実に進ん
でいます。
　この10年間、財団に資金的余裕がなく収蔵・展示品の購入ができずにまいりました。
　202 2年、篤志家のご提案とご寄附により、3年計画でスタートし、遅れましたが 202 2年度計画分が
12月1日完了、納品、格納されました。
　一方、財団運営の収益事業の展開についても複数の案件は持ちますが、具体的案件に至らず、担当
理事を中心に具体策を早急にまとめたいと考えています。
　202 4年度　理事会、評議員会は拡大委員会の提言を受け、１、収益事業の展開　2、収蔵・展示品
の購入計画 2 0 2 4年度、2 02 5年度を実施いたします。

　日本水泳界はパリオリンピックに向け、厳しい条件下にあります。
　スーパースター不在です。昨年の世界選手権大会　アジア大会、国内大会を見ても世界に遅れを取り
ます。
　東京オリンピック以来 3年間、選手も、コーチ、関係者が最善の努力を払い 3月の代表選手選考会に
臨みます。標準記録も厳しく、難関です。
　一人でも多くのスイマーがパリオリンピック代表に選ばれることを期待します。
　皆さん、3月の代表選手選考会、テレビでご観戦ください。応援してください。

公益財団法人�国際水泳殿堂・アジア� � 創立10周年を終え新しいスタート�　　

2024年度　事業計画書� 2024.4.1～2025.3.31

公益事業
１　収蔵・展示品の収集・整備・管理� 基本財産ほか
２　H・Pの拡充� 国際水泳殿堂　国際水泳殿堂・アジア　HP博物館の紹介� 収蔵品
３　会報の発刊� 6月－№ 31　　10月－№ 32　　2025・3月－№ 33� 年 3回発刊
４　無料水泳教室・水泳指導� ＊ 7月、8月予定　関係団体と協議　実施
５　第 11回「シンポジウム」　 2024年 10月 27日（日）� 名古屋観光ホテル
６　顕彰事業・表彰　 大賞・日本水泳特別功労賞　コーチ・スイマー奨励賞� 「シンポジウム」開催時
７　助成事業 Ａ� 水泳大会の共催・後援・協賛� ＊申請　審査
　　助成事業 Ｂ� 水泳団体への助成� ＊申請　審査
８　国際水泳殿堂との交流� ＊国際水泳殿堂入堂式典ほかに役員派遣
９　パリオリンピック視察役員派遣
10　収蔵・展示品の購入　 特別会計� ＊選別・選定委員　3年計画　23点購入の 3年目

収益事業
１　スイミングスクールの運営� 検討、協議中
２　収益事業の計画� 委員会を設置　検討　内閣府　事前、協議・相談の上、申請

2024年度　収支予算書� 2024.4.1～2025.3.31

収入の部　19,000,000円
　 内 訳　 寄付金収入 800万円　 協賛金 200万円　 指定寄付金 900万円：特別会計

支出の部　19,000,000円
　 内 訳　 公益事業 550万円　 法 人 450万円　 特別会計（支出の部）900万円

役員会　拡大役員会・新春賀詞会� 2024.1.6 10:00～11:00 みのかめ

挨 拶　舎人代表理事
進 行　菅原理事

１、第 10回「シンポジウム」報告
２、新体制移行の進行状況
３、2024年度　年間スケジュール
４、質 疑　 協 議　 その他

伴野・評議員　前野・推進　武藤・監事
舎人代表理事　菅原・理事　左から



会 議・催 事
　4月 27日（土）　役員推薦選考委員会� みのかめ
　5月 25日（土）　第１回理事会� 2023年度　事業報告　決算報告� 本　部
　6月 16日（日）　評議員会� 2023年度　事業報告　決算報告� 名古屋観光ホテル
� 　　　　　 監査報告　役員改選　補選
� ＊ 7月 24日～ 8月 12日� パリオリンピック� フランス・パリ
� ＊ 8月 17日～ 19日� インターミドル� 金沢
� ＊ 8月 17日～ 20日� インターハイ� 佐賀
� ＊ 9月　5日～　9日� インターカレッジ� 東京
　6月 15日（土）　会報No－ 125発刊
　10月 27日（日）　第 11回「シンポジウム」� 名古屋観光ホテル
　2月 22日（土）　第２回理事会� 2025年度　事業計画　収支予算� 本　部
　　　◎ 拡大委員会　財団運営の推進のため　理事代表　評議員代表　推進委員代表監事代表各 1名で構成
　　　　 月例開催代表理事は内容により出席　理事会への提言　情報交換

　収蔵・展示品購入：特別会計� その他の財産に繰り入れ　2022年度�その他の財産900万円増

2022年度　篤志家の指定寄附により 3年計画で収蔵・展示品購入事業を展開。
2022年度 1200万円　　2023年度 900万円　　2024年度 900万円　　2025年度 2000万円
当財団に関係ある収蔵・展示品を収集する。
収蔵・展示品に値する物品を選定委員会が選別、76点 93,600,000円を指定。
代表理事査定で 23点 42,000,000円購入を決定。
購入業務を株式会社アンブレラを指定。
2022年 5月 10日　最終 23点 30,000,000円で業務契約。
2023年 12月 1日　下記表示 5点を取得　収納した。　2022年度事業完了。

Ｊ・キッパスコーチ胸像 パンパシフィック 南アフリカ国際大会 アメリカ国際記念大会 1997入堂式典 プールコート

財団の基本情報
名　　　称：公益財団法人 国際水泳殿堂・アジア
設　立　日：1992 年（平成 4 年）8 月 19 日
移　行　日：2014 年（平成 26 年）4 月 １日
代　表　者：代表理事　舎人 経昭
基 本 財 産：1 8 4 , 0 0 0 , 0 0 0円
その他財産：  5 6 , 9 9 3 , 0 0 0円
合　　　計：2 4 0 , 9 9 3 , 0 0 0円
本　　　部：〒464-0095　名古屋市千種区天満通 1-46

役　員� 2023.7.1
代表理事 舎 人 経 昭 評 議 員 川 村 俊 五 評 議 員 名 木 浩 一

業務執行理事 竹 田 幹 夫 評 議 員 上 里 修 司 評 議 員 福 井 啓 介

理 　 事 菅 原 宣 彦 評 議 員 藤 城 弘 幸 評 議 員 長谷川 勝

理 　 事 小 栗 淑 子 評 議 員 伴 野 奉 申 監 　 事 武 藤 龍 治

理 　 事 木 又 博 美 評 議 員 舎 人 久 子 監 　 事 磯 部 　 正

国際水泳殿堂とは

FINA（国際水泳連盟）の承認。1963年アメリカ フロリダ州フォートロー
ダーデール市に設立された。水泳に関する資料、オリンピックメダル、�
彫刻、絵画、トロフィー、ブロンズをはじめ、水泳に関する多くの資料を�
保存、展示している。文字通り世界一の水泳博物館。毎年、5月に国際水
泳殿堂入堂式典を開催し、世界水泳で活躍した人々を顕彰、入堂させ
ている。2024年、新博物館 完成予定。



翔け！！パリの大空へ
第33回パリオリンピック� 2024年7月26日～8月12日

 国際大会　代表選手選考会スケジュール
１日目　3月17日（日） ２日目　3月18日（月） ３日目　3月19日（火） ４日目　3月20日（水） ５日目　3月21日（木） ６日目　3月22日（金） ７日目　3月23日（土） ８日目　3月24日（日）
女子 100mバタフライ 準決勝 男子 200m自由形 準決勝 女子 100m背泳ぎ 準決勝 男子100m自由形 準決勝 男子 200m背泳ぎ 準決勝 女子 200m背泳ぎ 準決勝 男子100mバタフライ 準決勝 男子100mバタフライ 決勝
男子 100m平泳ぎ 準決勝 女子 100m平泳ぎ 準決勝 女子 400m個人メドレー 決勝 男子 200mバタフライ 準決勝 女子 200m 平泳ぎ 準決勝 男子 200m個人メドレー 準決勝 女子 200m個人メドレー 準決勝 女子 200m個人メドレー 決勝
女子 400m自由形 決勝 男子 100m背泳ぎ 準決勝 男子 200m自由形 決勝 女子100m自由形 準決勝 女子 200mバタフライ 準決勝 男子　50m自由形 準決勝 女子　50m自由形 準決勝 女子 800m自由形 決勝
男子 400m自由形 決勝 女子 200m自由形 準決勝 男子 100m背泳ぎ 決勝 男子 200m 平泳ぎ 準決勝 女子100m自由形 決勝 女子 200mバタフライ 決勝 男子　50m自由形 決勝 女子　50m自由形 決勝
男子　50m背泳ぎ 決勝 男子 400m個人メドレー 決勝 女子 100m平泳ぎ 決勝 女子100m背泳ぎ 決勝 男子 200mバタフライ 決勝 男子 200m背泳ぎ 決勝 女子 200m背泳ぎ 決勝 男子 1500m自由形 決勝

女子 100mバタフライ 決勝 女子 200m自由形 決勝 男子 800m自由形 決勝 男子 200m 平泳ぎ 決勝 女子 200m 平泳ぎ 決勝 男子 200m個人メドレー 決勝
男子 100m平泳ぎ 決勝 女子　50mバタフライ 決勝 女子 1500m自由形 決勝 男子　50m 平泳ぎ 決勝 女子　50m 平泳ぎ 決勝
男子　50mバタフライ 決勝 男子100m自由形 決勝

女子　50m背泳ぎ 決勝

 パリ五輪　競泳競技スケジュール
１日目　3月27日（土） ２日目　3月28日（日） ３日目　3月29日（月） ４日目　3月30日（火） ５日目　3月31日（水） ６日目　8月1日（木） ７日目　8月2日（金） ８日目　8月3日（土） ９日目　8月4日（日）
女子 100mバタフライ 準決勝 男子 400m個人メドレー 決勝 女子 400m個人メドレー 決勝 男子100m自由形 準決勝 女子100m自由形 決勝 女子 200mバタフライ 決勝 男子　50m自由形 決勝 男子100mバタフライ 決勝 女子　50m自由形 決勝
男子 400m自由形 決勝 女子 100mバタフライ 決勝 男子 200m自由形 決勝 男子 200mバタフライ 準決勝 男子 200mバタフライ 決勝 男子 200m背泳ぎ 決勝 女子 200m背泳ぎ 決勝 女子　50m自由形 準決勝 男子 1500m自由形 決勝
女子 400m自由形 決勝 男子 200m自由形 準決勝 女子 100m背泳ぎ 準決勝 女子100m背泳ぎ 決勝 男子 200m 平泳ぎ 決勝 女子 200m背泳ぎ 準決勝 男子 200m個人メドレー 決勝 女子 200m個人メドレー 決勝 男子 400mメドレーリレー 決勝
男子 100m平泳ぎ 準決勝 女子 100m平泳ぎ 準決勝 男子 100m背泳ぎ 決勝 男子 800m自由形 決勝 女子 1500m自由形 決勝 女子 200m 平泳ぎ 決勝 男子100mバタフライ 準決勝 女子 800m自由形 決勝 女子 400mメドレーリレー 決勝
女子 400mフリーリレー 決勝 男子 100m背泳ぎ 準決勝 女子 100m平泳ぎ 決勝 女子100m自由形 準決勝 男子 200m背泳ぎ 準決勝 男子 200m個人メドレー 準決勝 女子 200m個人メドレー 準決勝 混合 400mメドレーリレー 決勝
男子 400mフリーリレー 決勝 男子 100m平泳ぎ 決勝 女子 200m自由形 決勝 男子 200m 平泳ぎ 準決勝 女子 200m 平泳ぎ 準決勝 男子　50m自由形 準決勝

女子 200m自由形 準決勝 男子 800mフリーリレー 決勝 女子 200mバタフライ 準決勝 女子 800mフリーリレー 決勝
男子100m自由形 決勝

松下知之　個人メドレー 成田実生　個人メドレー

期待の新鋭

瀬戸大也　個人メドレー 青木玲緒奈　平泳ぎ

谷川亜華葉　個人メドレー渡辺一平　平泳ぎ

今井 月　平泳ぎ松元克央　自由形，バタフライ

栁川大樹　背泳ぎ 池江璃花子　自由形，バタフライ

有力選手

本多 灯　個人メドレー，バタフライ 大橋悠依　個人メドレー

男 子 エース 女 子



アメリカ・グレースノート社予想

日本　金メダル17個　銀メダル15個　銅メダル27個　合計59個。
金メダルは、柔道6、レスリング3、フェンシング個人・団体、スノーボード、セーリングなど、計17個。
残念ながら水泳は0。
昨年10月の予想より上方修正。10月予想合計は54個。

～ 古代オリンピックの変遷・そして古代オリンピックへ ～

パリオリンピック メダル獲得予想

� 2018・11・25「シンポジウム」　特別講演 資料

BC776年　古代オリンピア競技・オリンピアで始まる　＊BC1200　＊ゼウス、ヘラクレス
ギリシアの四大祭典競技　＊主神　ゼウス・天空神　オリンポス山
　　ギリシア　都市国家� ＊
720～580　スパルタ　全盛時代� ＊
　　 480　ペルシア侵入　　480スパルタ排除� ＊
479～431　ペルシヤ全盛
　　ギリシア　国内の争い
　　オリンピック開催時は休戦

392・11・8  ローマ帝国　異教　禁断

　　　　約1200年
AD 393年　古代オリンピア競技会閉幕 293回
� 　＊異教禁止令
AD 426年　テオドシウス 2世
� 　異教神殿破壊令で幕を閉じた

　　　　約1300年
1723年　「オリンピアを訪ねよ」　　　＊モンフォコン・フランス　＊

　　　　約 100年
1829年　オリンピア遺跡発掘　　　＊クルティウス・ドイツ　＊

1859年　復活第 1回大会
� 1886年　オリンピア博物館完成

1894年　国際会議・パリでオリンピック復活決定
1896年　第 1回近代オリンピック開催・アテネ　＊
1900年　第 2回 パリ
1904年　第 3回 セントルイス
1908年　第 4回 ロンドン
1912年　第 5回 ストックホルム　日本初参加
1916年　第 6回 中止
1920年　第 7回 アントワープ　日本水泳初参加



おめでとうございます

菅原宣彦理事ご夫妻　金剛石婚　結婚60周年� 1月15日

舎人経昭代表理事�久子評議員ご夫妻　金婚式� 3月16日

ご夫婦円満に、ご健勝で楽しい生活をお続け下さい。

井村アーティスティックスイミングクラブが公益法人に

� � 2023年12月21日　行政庁

一般社団法人 井村アーティスティックスイミングクラブが12月21日、
公益財団に移行、長年の実績評価。
財団理事も重厚、コーチ陣も最強、
今後のご活躍を念じます。

数多くの素敵なおたよりありがとうございました　　お手紙　ハガキ　メール　電話

☆財団設立10周年記念会�参加者　　記念会欠席受賞者の皆さんから

御礼　感謝　記念会　功労賞受賞について
　石井　宏　　宮下充正　　筒井タカヤ　　渡辺義郎　　上里修司　　岡村幹吉　　山下修一
　加藤満憲　　高木　宏　　佐藤正和　　他 役員各位
　遠く 香港在住の特別顧問　和田克也：国際水泳殿堂本部理事�からもいただきました。

☆クリスマスカード�成田実生選手をはじめ、�そして沢山の賀状ありがとうございました。

訪　問

木又博美理事�経営の株式会社プラスケア・本社・鳥取を菅原理事が訪問

　新体制移行の役員人事で代表理事　有力候補者の一人でもある木又
理事を他の役員の要請もあり事務所訪問　事業所見学　事業内容につ
いて質疑。
　菅原理事から公益財団法人の特色、財団運営、国際水泳殿堂の歴史に
ついてレクチャー。

～頑張っています～

小谷実可子　アーティスティックスイミング　マスターズ
世界アーティスティックスイミング・マスターズでソロ　デュエット　チーム　３冠
あべ篤志とペアで世界マスターズに挑戦� 文中敬称略

～ 往来・ニュース ～

井村雅代 代表理事

選考委員会 委員長：菅原　宣彦・学識経験者	 代　表：石井　宏・オリンピックメダリスト
委　員：小沢　剛・共同通信社	 　　　 	宮島　年夫・学識経験者　　 　福田　雅司・学識経験者
　　　　磯部　正・国際水泳殿堂入堂者選考委員　　　 	竹田　幹夫・業務執行理事

推進委員会 代　表：戸崎　 昇　 副代表：石田 真也　 前野 英樹　 本部付：太田 孝彦
委　員：吉村 貴之　 林　 佳宏　 大石 友美　 佐藤 正和　 神山 明彦
　　　  ・公益財団法人事業の円滑な運営のための支援　・寄附会員募集

2022.4.1



～�ご芳情に心から感謝申し上げます�～

公益財団法人　国際水泳殿堂・アジア　会員受付宛
国際水泳殿堂・アジア
代表理事　舎人��経昭 様

財団の趣旨に賛同し、一般寄附・指定寄附会員として入会します（○を付けてください）

年　　　月　　　日

寄附会員入会申込書

  法人でお申し込みの方　金 額 　　　　　　　　円　　   個人でお申し込みの方　金 額 　　　　　　　　円　　
フ リ ガ ナ フ リ ガ ナ

法 人 名 個 人 名

フ リ ガ ナ フ リ ガ ナ

代 表 者 名 ご 連 絡 先

ご 住 所 〒 ご 住 所 〒

電 話 番 号 電 話 番 号
寄附会員につきましては税の優遇措置、寄附金控除（所得控除）、寄附金特別控除（税額控除）があります。

発行：公益財団法人　国際水泳殿堂・アジア　本部	 　名古屋市千種区天満通1－46		 	TEL		０５２－７１１－８２５５　	FAX		０５２－７２１－９３０５

寄附会員募集���法人・個人� 事務取扱い　〒465-0008 名古屋市名東区猪子石原3-601 JSパラシオン101

○入会方法
❶ 下記の申込書に必要事項をご記入の上、財団本部・事務取扱まで郵送・又は FAX にてお申込み下さい。

❷寄附会員：法人一口 100,000円・個人一口 10,000円
❸ 振 込 先　
　 一般寄附　三菱UFJ 銀行　名古屋営業部　普通　２３１６１３７
　 指定寄附　三菱UFJ 銀行　名古屋営業部　普通　０７４７１３５　指定寄附は一口�50,000円
� � � 口座名：公益財団法人　国際水泳殿堂・アジア

ＦＡＸ ０５２－７７９－００１０

2024年度　寄附会員への登録、お振込みについてのお願い。

当財団の運営は皆様のご厚情、ご芳志により運営され、公益事業を推進しています。
多くのご支援に、財団役員一同感謝にたえません。

寄附会員各位におかれましては昨年同様当財団に対し、倍旧のご支援、ご芳情をお願い申し上げます。
ご家族、ご友人、お引取先にも、ご情宣いただきますようお願い申し上げます。

従前の会員各位につきましては銀行振り込みのみにて、対応させていただきます。
当財団への寄附金につきましては公益財団として「所得控除」「税額控除」の優遇措置を受けております。
� : 府益担第450号 内閣総理大臣 安倍晋三：

新体制への移行
～新体制移行への進行状況～

　2022年　拡大役員会の提言により、2023年に財団創立10周年を迎える当財団の時代に適応する公益財団法人
の理想的な運営を目指し、

１ 10年間の反省　　２ 役員人事　　３ 寄附金獲得　　４ 収益事業展開　を柱に推進。
　2023年3月　名木浩一評議員のご紹介により竹内正志・株式会社プラスケア会長と当財団の将来計画について会議
を重ね、2023年6月7日　覚書を交換。
　現体制の代表を菅原宣彦渉外担当理事　新体制継承責任者に竹内正志会長が就任、加えて業務、事業展開実
務担当者として　前野英樹推進委員：現体制　名木浩一評議委員：新体制�ですでに定期的に会議を重ね粛 と々準備
を進めています。




